
 
 

小委員会及び自動車ＮＯｘ・ＰＭ対策の今後の流れ（想定） 

 
 基本方針の最終目標年度である平成３２年度には、最終目標の達成状況、施策実施状況

等についてのレビューの実施が想定される。 
 この想定を踏まえ、本小委員会は存続とする。 
 
 
 自動車ＮＯｘ・ＰＭ対策 

及び評価 
中央環境審議会大気・騒音振動部会 
または小委員会の審議事項等（想定） 

平成 
２９ 
年度 

①対策を要する交差点付近等の地区の絞

り込み 
②対策の要否・効果等の検討、必要な対策

の実施 

５～６月 大気・騒音振動部会 
 中間レビュー実施結果の報告 
（飯田委員長より） 

平成 
３０ 
年度 

対策の継続（次年度以降において同じ）  

平成 
３１ 
年度 

環境基準確保評価のための数値計算の実

施 
 

平成 
３２ 
年度 

【基本方針最終目標年度】  
環境基準確保評価のための測定 
（簡易測定の場合は年４回） 

（最終レビューの実施） 
①現行の基本方針に基づく施策の進捗状況

とりまとめ 
②平成３３年度以降の施策のありかたにつ

いての議論 
平成 
３３ 
年度 

平成３２年度における環境基準確保状況

の評価結果とりまとめ 
①基本方針最終目標の達成状況の評価結果

（最終レビュー）とりまとめ 
②今後の自動車排出ガス総合対策のあり方

の議論 
 
（注）小委員会：中央環境審議会大気・騒音振動部会自動車排出ガス総合対策小委員会 

基本方針：自動車排出窒素酸化物及び自動車排出粒子状物質の総量の削減に関する

基本方針 
中間レビュー：基本方針の中間レビュー 
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